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 温度などの環境変化に応答して、機能発現するインテ

リジェント材料が近年注目を集めている。本研究は、紙

にインテリジェント機能を付与する試みであり、今回は、

界面重合法を用いて、蓄熱機能を有する機能紙の創製を

行った。本研究の界面重合法とは、紙表面上で高分子の

重合を行う方法である 1)。本報告では、蓄熱材として代

表的な物質であるパラフィンをマイクロカプセル化した

後、界面重合法を行う手法により、蓄熱機能を有する機

能紙の調製を試みたので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実 験 方 法 

   図 1 処理を行ったろ紙表面の SEM 写真 

2.5%エチレンジアミン水溶液 30 ml に Tween 20 が

1%となるように添加し、50℃に加熱した。これに、50℃

で融解したパラフィン（融点：42-44℃）5g に溶解させ

たアゾ重合開始剤  (V-65) 0.1g およびメタクリル酸メ

チル 3.6ml を添加、パラフィンをマイクロカプセル化し

た。この溶液に含浸したろ紙（3×2.5 cm）を 1%二塩化

テレフタロイル/シクロヘキサン溶液 20 ml に浸漬し、

10℃で 12 時間静置した後、溶液中からろ紙を取り出し、

室温で乾燥した。熱分析（DSC）装置を用いて、調製し

た紙の融解熱を測定した。 
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マイクロカプセル化処理  → 界面重合  

マイクロカプセル化処理なし → 界面重合  

結 果 と 考 察  

パラフィン由来ピーク 
ポリメタクリル酸メチルにより、パラフィンをマイク

ロカプセル化せずに界面重合法を行った場合、パラフィ

ンに由来するピーク（50℃付近）は検出されなかった。

これは界面重合反応中にパラフィンが反応溶液中に溶出

したと考えられる。一方、ポリメタクリル酸メチルによ

り、パラフィンをマイクロカプセル化した後、界面重合

法を行った結果を図 1 および図 2 に示す。これより、紙

表面上でのマイクロカプセル状のナイロン膜の形成（図

1）および 50℃付近でパラフィンに由来するピークが確

認された（図 2）。これらの結果から、パラフィンをマイ

クロカプセル化することにより、界面重合反応中におけ

るパラフィンの溶出を防ぐことができたと推測される。 
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図 2 処理を行ったろ紙の DSC 曲線 
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